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修士論文要旨
心配の回避的機能の側面が行動の選択に及ぼす影響
The Effects of the Avoidant Function of Worry on Behavior Selection
村田　美樹（Miki Murata）　　指導：嶋田　洋徳
問　題
　心配に対処する行動は，臨床上問題となる過剰な心配の
維持に対して影響を及ぼすことが明らかにされている
（Beesdo-Baum et al., 2012）。しかしながら，心配に対処
する行動は，問題解決といった適応的に機能することも指
摘されており（Qurstret & Cropley, 2013），心配が常に
不適応的に機能する行動を誘発するわけではない可能性が
ある。心配を中核症状とする全般性不安症（以下，GADと
する）を説明するモデルにおいては，GADの人が，思考，
感情，身体感覚といった内的な体験を回避する「体験の回
避」によって行動が制限され，価値に沿った行動が減少す
ることを前提としている。このことから，心配が生じた際
の「体験の回避」が，不適応的に機能する心配に対処する
行動を生じさせやすくし，その結果，価値に沿った行動が
生起しにくくなることが推測される。そこで本研究では，心
配が誘発する行動の機能に「体験の回避」が及ぼす影響を
実証的に検討することを目的として，心配をする人は「体
験の回避」をするために不適応に至ること（研究１），「体
験の回避」が心配に対処する行動と機能に及ぼす影響（研
究２）の検討を試みることとした。
研究１
方　法　研究協力者　大学生272名（女性153名，男性104名，
不明15名，平均年齢20.58±2.16歳）に対して質問紙調査を
実施した。そのうち回答に不備のあった人を除いた201名
（女性128名，男性73名，平均年齢20.56±2.34歳）を分析対
象とした（有効回答率73.90％）。
測　度　（a）特性不安：State-Trait Anxiety Inventory
（STAI；清水・今栄，1981），（b）心配：Penn State Worry 
Questionnaire（PSWQ；杉浦・丹野，2000），（c）価値に
沿った行動：Personal Values Questionnaire II（PVQ-
II；土井他，2014），（d）体験の回避：Acceptance and 
Action Questionnaire-II（AAQ-II；木下他，2008），（e）
感情への恐れ：Affective Control Scale（ACS；金築他，
2010）（f）回避行動：Cognitive-Behavioral Avoidance 
Scale（CBAS；高垣他，2011），（g）心配に関わる行動；
GADの行動的症状（Beesdo-Baum et al., （2012）を本研
究において邦訳），（h）心配行動：本研究作成アンケート，
を使用した。  
結　果　価値に沿った行動と回避行動の間に有意な負の相
関が示された（CBAS；r＝ -.37, p＝ 00）。共分散構造分析
を行ったところ，PSWQ得点とCBAS得点の間にAAQ-II
得点の間接効果が有意であった（95% CI:［.30, .90］， p＝ 
00, Figure １）。
研究２
方　法　研究協力者　20歳以上の大学生20名（女性９名，男
性11名，平均年齢24.54±4.55歳）を対象とした。
測　度　研究１における（a）～（d），（i）不快情動と心配の
程度：VAS，（j）課題取組み程度：VAS，（k）心配内容の自
由記述，を使用した。心配行動測定課題として，（l）回避行
動：風船課題（Lejuez et al.（2002）を改変し独自に作成），
（m）準備行動：アナログリコール課題（Davey et al.（2003）
を改変し独自に作成），（n）確認行動：メールボックス課題
（Sher et al., 1984），（o）意思決定行動：ビーズ課題
（Jacoby et al.（2014）を改変し独自に作成）を実施した。
手続き　（i）（a）～（d）と（i）の記入，（ii）心配喚起教示と
（i），（iii）各心配測定課題と（i），（iv）（j）（k）の実施で構成
された。
結　果　AAQ-II得点高低群を独立変数，心配行動測定各課
題のパフォーマンス得点を従属変数として t 検定を行った
ところいずれの課題においても群の有意差は示されなかっ
た（風船：t（18） ＝ -.67, p＝ .51，アナログリコール：t（17）
＝ -.58, p＝ .57，メールボックス：t（18） ＝ -1.63, p＝ .12，
ビーズ：t（18） ＝ -.89, p＝ .38）。
総合考察　
　研究１においては，心配をする人は「体験の回避」をす
るために不適応に至る可能性があることが示唆された。研
究２においては，心配に対処する行動の機能に「体験の回
避」の程度の影響性は認めらなかった。しかしながら，心
配と行動の間に「体験の回避」が介在することが示された
ことから，心配そのものを低減するだけでなく，「体験の回
避」と心配に対処する行動をターゲットとした介入が，結
果的に心配症状を低減させる可能性が示唆されたと考えら
れる。
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Figure １．心配と「体験の回避」が回避行動に及ぼす影響。
